
議員って普段どんなこと考えてるの？

予算の質疑内容は？

専門的に話し合われた内容は？

市長の考えに対する議論の結果は？

06-08
09-11

02-03
04-05

一般質問
予算特別委員会

常任委員会
代表質問

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
に

は
、
市
長
報
告
３
件
、
同
意
案
２

件
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

案
を
含
む
議
案
33
件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
日
に
は
市
長
か
ら

７
年
度
の
施
政
方
針
演
説
が
あ

り
、
２
日
目
に
は
施
政
方
針
演
説

に
基
づ
き
、
各
会
派
か
ら
代
表
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ

れ
た
議
案
は
、
総
務
常
任
委
員
会

に
は
「
京
田
辺
市
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な

ど
13
件
に
つ
い
て
、
文
教
福
祉
常

任
委
員
会
に
は
「
京
田
辺
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」な
ど
４
件
と
、

「
京
田
辺
市
民
が
通
え
る
公
立
夜

間
中
学
校
の
創
設
並
び
に
条
件
整

備
を
求
め
る
請
願
」
な
ど
の
請
願

２
件
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に

は
「
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
同
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」
な
ど

３
件
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
13
件
の
予
算
案
を
審
査

す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
田
原
延

行
委
員
長
、
向
川
弘
副
委
員
長
）

が
設
置
さ
れ
、
４
日
間
に
わ
た
る

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
13
件

は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
の
閉
会
日
に
は
、
議

員
発
議
案
１
件
、
意
見
書
案
１
件

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

※
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

日
本
有
数
の
玉
露
の
産
地

日
本
有
数
の
玉
露
の
産
地
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自
民
一
新
会　
橋
本 

善
之 

議
員　

ま
ち
づ
く
り
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

問

令
和
７
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
り
「
第
４
次
総
合
計
画
中
期

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
２
年
目

と
し
て
、
未
来
に
向
け
更
な
る
飛

躍
の
重
要
な
年
と
表
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
計
画
期

間
の
13
年
度
ま
で
を
見
通
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　 

市
長 

　　
平
成
31
年
４
月
に
就
任

後
、
翌
年
に
は
第
４
次
京
田
辺
市

総
合
計
画
に
基
づ
く
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ

の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
人
と

人
と
の
絆
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
中
で
、
市
民
協
働
の
も
と
で
、

た
な
フ
ェ
ス
開
催
を
始
め
ミ
ラ
イ 

ロ
開
設
な
ど
、
ま
ち
へ
の
愛
着
や

誇
り
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ 

ィ
を
育
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き

た
。
市
の
人
口
は
令
和
12
年
に
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
減
少
局

面
に
入
る
中
、
人
材
や
税
収
な
ど

行
政
資
源
が
減
少
し
行
政
運
営
は

一
層
厳
し
く
な
る
が
、
多
く
の
市

民
が
こ
の
ま
ち
が
好
き
で
、
ま
ち

に
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

よ
う
、
国
や
府
、
民
間
等
多
様
な

主
体
と
幅
広
い
連
携
を
進
め
る
。

問

災
害
に
強
い
強
靭
な
京
田

辺
創
造
に
向
け
治
水
対
策
を
始
め

避
難
所
運
営
、
自
主
防
災
組
織
の

機
能
強
化
、
自
助
・
共
助
策
の
発

信
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
を
評

価
す
る
一
方
で
、
市
民
は
災
害
経

験
が
少
な
く
災
害
に
対
し
危
機
意

識
が
低
い
と
思
う
。そ
の
対
策
は
。

　

　
自
主
防
災
組
織
の
設
置
促

進
や
活
動
支
援
、
防
災
士
養
成
、

地
域
で
活
躍
す
る
方
を
ふ
や
す
取

組
み
。
被
災
経
験
者
に
よ
る
「
語

り
べ
」
の
講
演
会
を
通
し
、
そ
の

経
験
談
か
ら
災
害
を
知
る
こ
と
で
、

自
助
・
共
助
の
意
識
の
向
上
に
つ

な
が
る
活
動
を
考
え
て
い
る
。

N
E
X
T
京
田
辺　
片
岡 

勉 

議
員

協
働
を
進
め
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

問

協
働
を
基
軸
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
方
と
進
め
方
は
。

　
　 

市
長 

　　
複
雑
・
多
様
化
す
る
地

域
課
題
へ
の
対
応
で
は
、
市
と
市

民
の
協
働
で
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
。「
公
共
」
は
行
政
だ

け
で
な
く
、
多
様
な
主
体
と
の
連

携
に
よ
っ
て
厚
み
を
増
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
が
推
進
可
能
と
な
る
。

問

市
政
運
営
上
、
区
・
自
治

会
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し

て
い
る
か
。

　

　
区
・
自
治
会
は
地
域
住
民

の
交
流
促
進
、
環
境
美
化
、
防
犯

活
動
な
ど
、
中
核
的
な
役
割
が
あ

り
、
今
後
も
区
・
自
治
会
の
協
力

を
基
盤
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
。

問

災
害
時
の
受
援
体
制
強
化

に
つ
い
て
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

　
受
援
体
制
の
整
備
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
他
市
と

の
協
定
や
職
員
派
遣
に
よ
る
連
携

を
進
め
、
受
援
計
画
の
策
定
や
訓

練
を
通
じ
た
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
目
指
す
。

問

学
校
づ
く
り
プ
ラ
ン
と
学

校
長
寿
命
化
計
画
の
整
合
性
は
ど

の
よ
う
に
図
る
の
か
。

　

　
学
校
施
設
整
備
推
進
会
議

で
総
合
調
整
を
行
い
、
整
合
性
を

図
り
策
定
を
進
め
る
。

問

本
市
の
農
業
の
抱
え
て
い

る
課
題
と
目
指
す
方
向
性
は
。

　

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

農
地
の
作
業
効
率
低
下
、
新
規
参

入
の
困
難
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、

地
域
計
画
や
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
通
じ
て
担
い
手
の
集
約
や

基
盤
整
備
を
推
進
。
ま
た
、
補
助

事
業
を
活
用
し
、
農
業
用
設
備
の

充
実
や
特
産
品
振
興
を
図
る
こ
と

で
、持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
。

日
本
維
新
・
南
部　
有
田 

幸
平 

議
員

人
と
人
と
が
繋
が
る
市
政
運
営
を

問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
政
運
営

に
対
す
る
評
価
、
課
題
、
政
策
に

つ
い
て
今
後
こ
の
教
訓
を
生
か
せ

る
体
勢
が
整
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
す
る
一
方
、
社
会
的
に

孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
中
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市

民
の
声
の
把
握
、
市
と
市
民
と
の

双
方
向
の
情
報
交
流
が
で
き
る
仕

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　 

市
長 

　　
感
染
症
対
策
の
情
報
を

国
が
先
に
発
信
し
、
自
治
体
が
困

惑
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
の
２
０
２
０
年
３
月
の

一
斉
休
校
等
が
あ
っ
た
が
、
児
童 

生
徒
の
学
び
の
確
保
を
進
め
る
に

あ
た
り
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
き 

っ
か
け
に
な
っ
た
。
経
済
対
策
に

お
い
て
も
様
々
な
方
と
の
連
携
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
る
中
で
も
、

事
業
を
順
調
に
進
め
ら
れ
た
。
引

き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話

を
積
極
的
に
進
め
、
人
と
人
と
の

日
本
共
産
党　
増
富 

理
津
子 

議
員　

緊
急
の
中
小
企
業
・
生
活
支
援
を

問

被
爆
80
年
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
掲
げ
る
市
長
と
し
て
、

被
爆
者
の
願
い
で
も
あ
る
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
を
政
府
に
求
め

る
べ
き
。
市
長
の
認
識
は
。

　
　 

市
長 

　　
平
和
首
長
会
議
で
、
25

年
１
月
17
日
に
石
破
首
相
に
一
刻

も
早
く
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約

国
と
な
る
よ
う
に
、
第
３
回
会
議

へ
の
参
加
も
要
請
し
た
。
政
府
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
見
送
っ
た

の
は
残
念
で
あ
る
。

問

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
や
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
つ 

い
て
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ 

ィ
」
宣
言
の
自
治
体
と
し
て
、
原

発
や
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
具
体
的
な
削
減
施
策
に
向
け

た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
べ
き
。

市
長
の
認
識
を
問
う
。

　

  

副
市
長 

　　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
に
か
か
わ
ら
ず
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

め
ざ
し
て
市
と
し
て
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
と
っ
て
い
く
。

問

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
緊

急
の
中
小
企
業
支
援
や
生
活
支
援

が
急
が
れ
る
。
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

　
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活

用
し
、
小
・
中
学
校
給
食
費
支
援

に
よ
る
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
は

じ
め
、中
小
企
業
や
バ
ス
事
業
者
、

農
業
者
団
体
へ
の
支
援
を
行
う
。

問

行
政
改
革
実
行
計
画
の
受

益
者
負
担
や
補
助
金
削
減
等
は
、

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
下
で
計

画
の
見
直
し
を
す
べ
き
。
市
の
考

え
を
問
う
。

　

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
う
に
は
、
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
の
徹
底
に
よ
る
歳
出
の

削
減
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な

ど
歳
入
確
保
に
取
り
組
む
。

公
明
党　
向
川 
弘 

議
員

物
価
上
昇
に
対
し
市
民
へ
の
支
援
を

問

米
や
食
料
品
等
の
物
価
が

上
昇
し
て
い
る
。
市
民
へ
の
生
活

支
援
の
具
体
的
施
策
を
問
う
。

　
　 

市
長 

　　
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食

費
の
保
護
者
負
担
軽
減
と
商
工
業

者
や
農
業
者
へ
の
経
済
対
策
を
講

じ
る
。
国
の
取
り
組
み
を
見
定
め

な
が
ら
、
市
と
し
て
も
取
り
組
み

を
機
動
的
に
行
い
た
い
。

問

中
小
企
業
、
農
家
等
へ
の

施
策
を
聞
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
行
き
届
か
な
い
市
民
に
も
届
く

支
援
が
無
い
の
か
を
問
う
。

　

  

市
長 

　　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
は
前
回
５
回
実

施
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
考
え
た
い
。

問

公
共
施
設
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
設
置
台
数
を
問
う
。

　

　
現
時
点
で
は
、
七
つ
の
公

共
施
設
に
設
置
す
る
。

問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
開
始
時
期
と
対
象
者
を
問
う
。

　

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
実
施
。

年
度
内
に
65
歳
を
迎
え
る
方
。

令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の
経
過

措
置
と
し
て
70
歳
、75
歳
、80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

と
な
る
方
も
対
象
。
広
報
誌
４
月

号
に
掲
載
し
、
５
月
に
個
別
通
知

を
送
付
す
る
。

問

松
井
ケ
丘
留
守
家
庭
児
童

会
の
時
間
延
長
や
長
期
休
暇
中
の

宅
配
弁
当
の
内
容
を
問
う
。

　

　
業
者
独
自
の
有
料
サ
ー
ビ

ス
で
午
前
７
時
30
分
か
ら
と
午
後

７
時
ま
で
の
30
分
ず
つ
延
長
。
弁

当
は
令
和
７
年
度
の
夏
休
み
か
ら

長
期
休
業
期
間
に
実
施
。
保
護
者

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
し
込
む
。

問

小
・
中
学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

　
室
内
機
の
設
置
は
秋
か
ら

冬
の
約
３
カ
月
を
想
定
し
て
い
る
。

繋
が
り
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
京
田
辺
を
築
い
て
い
く
。

問

施
策
推
進
の
原
動
力
と
な

る
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
の

具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

　
令
和
６
年
度
の
専
門
職
の

採
用
試
験
に
お
い
て
試
験
日
程
の

前
倒
し
や
年
齢
要
件
の
緩
和
、
面

接
を
行
う
な
ど
に
よ
り
一
定
の
合

格
者
数
を
確
保
で
き
た
。
今
後
も

他
の
職
種
に
も
広
げ
る
と
と
も
に

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
予
定
。

問

部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

　

　
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
指
導
者

へ
の
支
援
を
含
め
た
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

代
表
質
問
と
は
、
市
長
の
施
政
方
針
演
説
に

対
し
て
行
う
質
問
で
、
市
長
の
施
策
等
に
対

す
る
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
施
政
方
針
演
説
に
対
す
る

代 

表 

質 

問

上村市長の施政方針演説
　
私
の
市
長
2
期
目
の
ま
ち
づ
く
り
も
早

く
も
折
り
返
し
を
迎
え
ま
す
。
私
の
政
策

理
念
「
み
ん
な
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
第
4
次

総
合
計
画
「
中
期
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

の
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
次
の
世
代
を
育
て
る
こ
ど
も
ま
ん
な
か

の
ま
ち
づ
く
り
」「
つ
な
が
り
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」「
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る

都
市
づ
く
り
」
を
中
心
に
、
施
策
事
業
の

展
開
を
加
速
さ
せ
る
ほ
か
、「
情
報
発
信

と
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」に
つ
い
て
も
、

着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
よ
り
、「
こ
ど
も
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
な
ど
、
4
つ
を
基
本
目
標
と
し
、
地

方
創
生
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

５
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
予
算
を
編
成

　

令
和
7
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
わ
た
り
本
市
の
持
続
可
能
な
発
展

を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
5
つ
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

① 

本
市
の
目
指
す
都
市
像
「
緑
豊
か

で
健
康
な
文
化
田
園
都
市
」
の
実
現
に
向

け
、 

第
4
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を

進
め
ま
す
。

　
② 

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
一
体
的
で
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
環
境
の
整
備
や
教
育
環
境
の
向
上
な

ど
、
次
代
を
担
う
者
へ
の
支
援
を
推
進
し

ま
す
。

　

③ 

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
日
常
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
有
事
に
備
え
た

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
を
加
速
し
ま
す
。

　

④ 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
業
務
改
革
の
推
進

に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
を
一
体
的
に

進
め
ま
す
。

　

⑤ 

国
・
府
と
連
携
し
た
財
源
確
保
や

企
業
誘
致
に
よ
る
歳
入
確
保
、
民
間
活
力

の
導
入
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
に
よ
る
歳
出
の
削
減
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
施
策
推
進
の
原
動
力
と
な
る

「
人
」
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
市
役
所
で

は
働
き
方
改
革
を
進
め
、
ま
ち
を
理
解

し
、
豊
富
な
知
識
と
情
報
を
持
つ
と
と
も

に
、
情
熱
と
柔
軟
な
行
動
力
で
ど
の
よ
う

な
課
題
に
も
対
応
で
き
る
職
員
を
育
成
し

ま
す
。

「
明
る
い
京
田
辺
」
に
向
け
て

　
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
と
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
り
、
市
役
所
と
市

民
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
一
緒
に

な
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
築
き
ま

す
。
そ
し
て
、こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
か
ら
、

市
民
み
ん
な
が
元
気
を
も
ら
い
、
幸
せ
で

充
実
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
「
明
る
い
京

田
辺
」
を
実
現
す
る
た
め
、
職
員
と
一
丸

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す

　
代
表
質
問
の
様
子
は
、
録
画
配
信
で
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
京
田
辺
市　
議
会
中
継
」
と
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
視
聴
で
き
る
他
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す
。
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議案 �第 17 号・第 18 号 
第 33 号

　 主な質疑内容 　
●議案第 17 号　枚方京田辺環境施設組合の共同処理する事務及び同組合規約の変更について
枚方京田辺環境施設組合の共同処理する事務及び同組合規約
を変更することに関し、枚方市と協議したいので提案するも
の
問　�両市で運営費用を負担する同組合が運営する新焼却場

と、枚方市が全額費用を負担する東部清掃工場について、
どのように費用を区分するのか。

答　�現在そのことについて協議を行っており、秋の試運転ま
でには協議を終えたい。

議案 ��第 ９ 号・第 10 号
第 11 号・第 12 号　

請願 第 １ 号・第 ２ 号
　 主な質疑内容 　
●�議案第９号　京田辺市子ども・子育て会議設置条例の一部改正について
京田辺市こども計画の策定に伴い、子ども・子育て会議の設置に係る根拠規定及び所掌事項の整理を行うととも
に、委員の人数の見直しを行うため、提案するもの
問　委員の人数を増やす理由や市民公募の基準について。
答　若者の参画を考えてのものであり、公募基準に年齢制限の上限を入れることは有効と考えられる。

　 主な質疑内容 　
●議案第１号　京田辺市ふるさと応援基金条例の制定について
本市を応援する方々からの寄附金を受けるための基金を設置し、魅力あるまちづくりに資する事業及び地域再生法
に規定するまち・ひと・しごと創生寄附活用事業を実施することを目的として条例を制定するため、提案するもの
問　ふるさと納税の実績と、充当先の考え方は。
答　�令和６年度は約４億円の寄付があった。寄付者の意向があるものは当該事業へ充当する。その他について

は重点事業等へ活用し、年度をまたがった活用も考えている。
●議案第４号　京田辺市職員の旅費に関する条例の全部改正について
国家公務員等における旅費制度の見直しに伴い、本市職員等についても経済社会情勢の変化に対応するとともに
事務負担を軽減するにあたり、所要の改正を行うため、提案するもの
問　旅費規程改正の考え方、改正に伴う市の財政負担見込は。
答　国の制度設計に準じた形で制定した。財政負担は年間約 30万円と見込んでいる。
●議案第 16 号　京田辺市野外活動施設設置条例の廃止について
京田辺市野外活動センターの運営見直しに伴い、令和７年４月から当施設を普通財産として、民間事業者に貸し
付けるため、本条例の廃止を提案するもの
問　�野外活動センターの廃止に伴い、令和７年４月１日より民間貸し付けとなるが、職員等の雇用や、自然と

の関わりを育む取り組みの考え方は。
答　�現行の会計任用職員や実施している事業などについて、 引き継いでいくよう事業者と

協議を進めている。

　 委員会での審査結果 　
議案第 13号及び第 16号は賛成多数で、その他の議案は賛成全員で可決すべきものと決定

●�議案第 10 号　京田辺市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の一部改正について
子ども・子育て支援法が改正され、妊婦のための支援給付が創設されることに伴い、所要の改正を行うため、提案するもの
問　過去に過料を科した事例の有無について。また、過料を条例に規定する理由について。
答　過料を科した事例はない。条例に規定することによる抑止効果もある。
●�請願第１号　京田辺市民が通える公立夜間中学校の創設並びに条件整備を求める請願
質疑の中で市は、府教育委員会へ協議会の設置を働きかけている。府として広域的な対応が必要であり、そのう
えで、どこに設置することが良いか、などが考えられていくものとの答弁。
●�請願第２号　京田辺市の学校給食の無償化を求める請願
小学校は令和８年度から、中学も早ければ令和９年中にも無償化されるとの報道もあるなかで、給食無償化では
なく別の負担軽減を検討する必要があるのではとの質疑に対し、給食費無償化の制度設計の準備を進め、市の負
担が明らかになれば、他の負担も含めて対応を検討していくとの答弁。
　 委員会での審査結果 　
議案第 10号は賛成多数で、その他の議案は賛成全員で可決すべきものと決定
請願第１号及び第２号はどちらも賛成少数で不採択とすべきものと決定
●所管事務調査
「特別支援教育について」の調査報告書は京田辺市議会ホームページに掲載しています。

●議案第 18 号　京田辺市道路線の認定について
宅地開発によって新設された道路について、道路法の規定に
基づき路線の認定を行うため、提案するもの
問　�行き止まり道路が生じる開発行為に対する開発指導はさ

れているのか。
答　市として指導はしているが、開発基準に合致し、許可されている。

　 委員会での審査結果 　
議案第 17号・第 18号は賛成多数で、議案第 33号は賛成全員で可決すべきものと
決定

会議の様子を中継しています

　常任委員会は定例会におい
て付託された議案等を審議・審査します。
　本市議会には、総務常任委員会・文教
福祉常任委員会・建設経済常任委員会が
あります。

その主な内容について、
お知らせします。
※各委員長から提出された要約原稿を掲
載しています。

京田辺市議会では会議の様子を
インターネットで中継しています！
録画配信も行っています。

京田辺市　議会中継

スマートフォンでも
視聴できますよ！

常任委員会の審議内容
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国
重 

昂
平 
議
員　
自
民
一
新
会

大
住
中
学
校
の
自
転
車
通
学
の
実
施

問

市
内
の
３
中
学
校
の
中
で

大
住
中
学
校
の
み
が
自
転
車
通
学

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
近
年

の
夏
の
炎
天
下
で
の
通
学
に
は
生

徒
の
健
康
面
で
の
懸
念
が
あ
る
。 

遠
距
離
通
学
の
生
徒
に
関
し
て
自

転
車
通
学
を
大
住
中
学
校
で
も
認

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
認
識

は
。

　

　
大
住
中
学
校
で
も
遠
距
離

通
学
を
す
る
生
徒
に
対
し
、
交
通

安
全
教
室
な
ど
の
事
故
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
た
上
で
、 

自
転
車
通
学
を
認
め
る
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

全
国
的
に
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
よ
り
放
置
竹
林
な
ど
が

増
え
、
森
林
保
全
に
対
す
る
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

　

　

令
和
５
年
度
に
市
内
の
森 

林
所
有
等
の
把
握
の
た
め
の
林
地

台
帳
の
整
備
を
行
い
、
現
在
市
内

の
森
林
に
つ
い
て
防
災
や
危
機
管

理
の
観
点
か
ら
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
調
査
完
了
し
た
後
に
、
本
市

の
森
林
整
備
の
指
針
を
策
定
し
計

画
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問

田
辺
北
新
市
街
地
整
備
事

業
及
び
複
合
型
公
共
施
設
整
備
事

業
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　 

市
長 

　　
田
辺
北
の
新
市
街
地
に

つ
い
て
は
、
11
年
度
末
の
事
業
完

了
に
向
け
間
も
な
く
着
手
。
複
合

型
施
設
に
つ
い
て
は
13
年
度
を
め

ど
に
取
り
組
み
た
い
。

問

複
合
型
施
設
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
「
み
ん
な
で
創
る
つ
な
が
り 

ひ
ろ
が
る
文
化
の
広
場
」
と
示 

さ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
対

す
る
市
長
の
想
い
は
。

　
　 

市
長 

　　
い
つ
で
も
誰
で
も
日
常

的
に
文
化
に
触
れ
合
う
事
が
で
き

る
広
場
の
よ
う
な
新
し
い
文
化
空

間
を
整
備
し
た
い
。

次
田 

典
子 

議
員　
無
会
派

大
深
度
工
法
の
安
全
保
障
で
き
る
か

問

東
京
調
布
の
外
環
道
陥
没

現
場
で
は
、
小
川
が
流
れ
る
閑
静

な
住
宅
街
が
歯
が
抜
け
た
よ
う
に

破
壊
さ
れ
孤
独
死
し
た
人
も
出
て

い
る
。
ま
た
大
深
度
工
法
で
住
民

の
中
に
は
耳
鳴
り
が
し
た
り
体
調

が
悪
く
な
っ
た
人
も
い
る
。
市
長

は
こ
れ
を
見
て
も
新
幹
線
松
井
山

手
地
下
駅
周
辺
で
の
静
か
な
暮
ら

し
を
保
障
で
き
る
の
か
。

　
　 

市
長 

　　
大
深
度
地
下
が
１
０
０

％
安
全
だ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

は
枚
方
市
が
負
担
す
る
こ
と
を
明

確
に
し
て
い
く
。

問

24
年
11
月
に
京
田
辺
市
農

業
委
員
会
は
「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意

見
書
」
を
市
長
に
提
出
し
た
。
①

市
長
の
見
解
を
問
う
。
②
特
に
小

規
模
農
家
へ
の
支
援
の
充
実
、
強

化
を
求
め
る
。
③
農
政
担
当
部
局

の
体
制
充
実
、
強
化
を
。

　

　
①
継
続
し
た
意
見
で
は
、

農
業
委
員
会
始
め
Ｊ
Ａ
や
京
都
府

な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
新
規
の
意
見
で
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
出
来
る
か
検
討

し
て
い
く
。
②
小
規
模
農
業
者
は

大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
で
き
る

限
り
支
援
し
て
い
く
。
③
現
状
の

人
員
体
制
で
も
、
連
携
、
協
力
を

強
め
る
中
で
対
応
し
て
い
る
。

吉
高 

裕
佳
子 

議
員　
無
会
派

市
民
の
健
康
と
食
を
守
る
施
策
と
は

問

第
２
期
京
田
辺
市
健
康
増

進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
に
つ
い

て
。
①
こ
こ
ろ
の
健
康
の
た
め
、 

多
様
な
居
場
所
の
充
実
を
求
め
る
。

②
喫
煙
防
止
対
策
と
は
。
③
地
産

地
消
と
食
の
体
験
・
食
文
化
に
関

す
る
実
績
は
。
④
食
育
推
進
の
取

り
組
み
を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

　

　
①
市
民
同
士
が
繋
が
る
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
②
学
校
や
保
健
所

と
連
携
し
、
中
高
生
に
向
け
た
喫

煙
防
止
教
育
等
を
実
施
し
て
い
る
。

③
学
校
給
食
で
、
令
和
６
年
度
か

ら
京
田
辺
市
産
の
特
別
栽
培
米
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
を
使
用
。
④
食
生
活
改

善
推
進
委
員
が
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
が
、
減
少
傾
向
の
た
め
、
７

年
度
に
養
成
を
考
え
て
い
る
。

問

７
年
度
か
ら
京
田
辺
市
立

幼
稚
園
全
園
で
お
弁
当
給
食
が
実

施
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

　

　
市
立
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園

間
で
の
公
平
性
の
確
保
及
び
３
歳

児
以
上
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

受
皿
確
保
の
た
め
、
公
立
幼
稚
園

に
民
間
事
業
者
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
弁
当
を
提
供
す
る
。

問

平
常
時
は
地
域
独
自
の
情

報
を
放
送
し
、
災
害
時
に
は
市
が

緊
急
割
り
込
み
装
置
を
使
用
し
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
災
害
情
報
を
放

送
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

局
の
開
設
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　

　
本
市
に
は
、
防
災
行
政
無

線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、 

広
報
車
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
、
防
災
情

報
メ
ー
ル
等
が
あ
る
た
め
、
開
設

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、 

市
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
が

開
設
さ
れ
た
際
に
は
、
災
害
時
の

情
報
発
信
手
段
と
し
て
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

は
い
な
い
。
残
存
機
能
に
応
じ
、 

視
覚
障
が
い
者
に
は
同
行
援
護
、 

聴
覚
障
が
い
者
に
は
手
話
通
訳
者

派
遣
や
要
約
筆
記
者
派
遣
を
行
な

っ
て
い
る
。②
養
成
は
府
が
実
施
。 

利
用
者
に
は
音
声
ガ
イ
ド
や
視
覚

障
害
者
協
会
を
通
じ
て
周
知
。
新

規
手
帳
取
得
者
に
は
取
得
時
に
案

内
。③
運
転
手
の
確
保
が
難
し
い
。

移
動
の
全
体
的
な
支
援
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

近
鉄
新
田
辺
駅
東
側
。
独

自
に
開
発
さ
れ
る
業
者
と
の
協
議

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

　
駅
前
広
場
機
能
も
含
め
た

再
整
備
を
目
指
し
、
主
要
地
権
者

と
の
協
議
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

問

元
さ
ん
さ
ん
山
城
の
虐
待

認
定
は
誤
り
、
と
未
だ
に
多
く
の

市
民
が
不
審
に
思
っ
て
い
る
。
何

が
虐
待
と
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に

さ
れ
な
い
こ
と
で
、
介
護
従
事
者

は
日
々
萎
縮
し
な
が
ら
業
務
遂
行

し
て
い
る
。
虐
待
認
定
の
取
り
消

し
、も
し
く
は
再
調
査
を
求
め
る
。

　

　
考
え
て
い
な
い
。

南
部 

登
志
子 

議
員　
日
本
維
新
・
南
部

盲
聾
者
の
支
援
体
制
と
通
訳
体
制
は

問

障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
①
市
内
に
は

視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
が
い
が

あ
り（
盲
聾
）、か
つ
身
体
障
害
者
手

帳
保
持
者
が
７
名
お
ら
れ
る
。
支

援
体
制
と
通
訳
体
制
は
。
②
視
覚

障
が
い
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
養
成
と
利
用
者
へ
の
支
援
を
。 

③
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
さ
れ

て
い
る
リ
フ
ト
カ
ー
が
廃
車
に
な

る
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
行
動
制

限
に
な
る
。
代
替
車
を
用
意
し
、

運
転
手
を
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
す
る
か
、 

も
し
く
は
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
へ

の
補
助
を
。

　

　
①
府
の
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
対
象
者

3
月
定
例
会
・
一
般
質
問

長
田 

和
也 

議
員　

N
E
X
T
京
田
辺

町
内
会
ア
プ
リ
導
入
に
つ
い
て

問

全
国
的
に
区
・
自
治
会
業

務
の
効
率
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
に
活
用
で
き
る
、
町
内

会
ア
プ
リ
導
入
の
動
き
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
本
市
で
も
既
に
導
入

さ
れ
て
い
る
区
・
自
治
会
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
の
評
価
は
。

　
　 

市
長 

　　
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、

情
報
発
信
等
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
導
入
さ
れ
た
区
・
自
治
会

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
し
、 

業
務
の
負
担
軽
減
や
加
入
率
向
上

の
検
証
も
行
い
な
が
ら
、
評
価
を

し
て
い
き
た
い
。

問

既
に
幾
つ
か
の
区
・
自
治

会
が
自
治
会
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

お
り
、
導
入
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

市
が
運
営
事
業
者
と
協
定
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
な
ど
で
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
し
、
導
入
を
促
進
す

べ
き
で
は
。

　

　
自
治
会
ア
プ
リ
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
で
も
非
常

に
役
立
つ
も
の
で
、
効
率
化
の
面

で
も
大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
市
と
し
て
事
業

者
の
協
定
締
結
に
向
け
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問

自
治
会
ア
プ
リ
を
導
入
す

る
際
、
人
材
も
重
要
に
な
り
、
そ

う
い
っ
た
土
壌
も
各
区
・
自
治
会

で
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。人
材
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、 

市
や
事
業
者
に
よ
る
講
習
会
や
運

用
サ
ポ
ー
ト
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

　
区
・
自
治
会
の
要
望
・
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
講
習
会
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　市議会議員が市に対して、将来の方針、政策の内容や執行の状
況などを直接質問する物です。
　行政に関することほか、地域の生活に密着していることなど多岐
にわたる質問がされています。
　※議員から提出された要約原稿を掲載していますので、詳細につ
いては各議員にお問い合わせください。緑線の用語の解説は8ペー
ジに記載しています。

河
田 

美
穂 

議
員　
公
明
党

詐
欺
な
ど
か
ら
市
民
を
守
る
施
策
を

問

市
民
が
悪
質
な
詐
欺
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
未
然
防
止
の
施
策
を
。

　
　 

市
長 

　　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

身
近
に
相
談
で
き
る
機
関
で
あ
る

こ
と
を
市
民
に
周
知
し
て
い
く
。

問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
施
策
を
。

　

　
今
年
度
よ
り
地
域
防
犯
カ 

メ
ラ
設
置
補
助
金
事
業
を
創
設
し
、 

区
・
自
治
会
と
連
携
、
協
議
し
、 

地
域
防
犯
力
の
向
上
に
努
め
る
。

問

令
和
７
年
度
の
防
災
訓
練 

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

　
11
月
24
日
に
田
辺
中
央
体 

育
館
、
多
目
的
運
動
広
場
及
び
、 

そ
の
周
辺
を
会
場
と
し
て
、
実
施 

に
向
け
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問

市
民
に
、
シ
ニ
ア
カ
ー
の 

ル
ー
ル
の
周
知
を
す
べ
き
。

　

　
Ｈ
Ｐ
や
広
報
に
掲
載
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
、
周
知
・
啓
発
を
す
る
。

問

シ
ニ
ア
カ
ー
の
安
全
対
策

と
し
て
、歩
道
の
整
備
を
す
べ
き
。

　

　
歩
行
者
や
シ
ニ
ア
カ
ー
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
歩
道 

の
整
備
や
維
持
管
理
に
取
り
組
む
。

問

授
乳
室
で
、
搾
乳
し
や
す

い
工
夫
を
す
べ
き
。

　

　
よ
り
分
か
り
や
す
い
表
示

を
行
い
、
今
後
Ｈ
Ｐ
に
も
授
乳
室 

で
搾
乳
可
能
な
こ
と
を
掲
示
す
る
。

問

公
立
中
学
校
の
、
部
活
動

の
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
は
。

　

　
試
行
実
施
で
き
る
部
活
動

を
増
や
し
、
令
和
８
年
度
中
に
、 

休
日
の
部
活
動
を
地
域
移
行
で
き 

る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

問

就
学
相
談
、
就
学
先
の
あ 

り
方
と
5
歳
児
健
診
と
の
連
携
は
。

　

　
適
切
な
時
期
に
就
学
相
談
、 

就
学
先
の
小
学
校
と
連
携
す
る
な 

ど
円
滑
に
就
学
準
備
を
支
援
す
る
。

青
木 

綱
次
郎 

議
員　
日
本
共
産
党

枚
方
東
部
清
掃
工
場
費
用
に
つ
い
て

問

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組

合
は
、
25
年
度
か
ら
両
市
で
発
生

す
る
可
燃
ご
み
を
処
理
す
る
新
し

い
ご
み
焼
却
場
を
管
理
運
営
す
る

が
、
合
わ
せ
て
、
枚
方
東
部
清
掃

工
場
も
管
理
運
営
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
枚
方
東
部
清
掃
工

場
で
処
理
す
る
可
燃
ご
み
は
す
べ

て
枚
方
市
で
発
生
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
は
す
べ

て
枚
方
市
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。 

そ
の
こ
と
を
徹
底
す
る
た
め
に
、 

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
に
お

い
て
25
年
度
か
ら
枚
方
東
部
清
掃

工
場
の
管
理
運
営
に
要
す
る
費
用

を
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
特

別
会
計
方
式
に
し
て
、
そ
の
財
政

負
担
は
す
べ
て
枚
方
市
と
す
べ
き

で
あ
る
。

　

　
枚
方
東
部
清
掃
工
場
に
係

る
経
費
は
16
年
に
枚
方
市
と
締
結

し
た
基
本
協
定
に
お
い
て
枚
方
市

の
負
担
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
枚
方
東
部
清
掃
工
場
の
分

岡
本 

亮
一 

議
員　
日
本
共
産
党

み
ん
な
で
つ
く
る
住
民
自
治
の
ま
ち

問

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
、 

世
界
の
平
和
を
訴
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
い
ま
国
が
進
め
て
い
る
「
抑

止
力
」
と
い
う
対
立
や
分
断
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
包
括
す
る
対

話
と
協
力
の
関
係
を
つ
く
る
べ
き
。

　
　 

市
長 

　　
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
緩

和
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
対
話
の
継
続
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
必
要

で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
対
話
に

つ
い
て
引
き
続
き
主
導
的
な
役
割

を
国
際
社
会
で
担
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

問

国
は
祝
園
分
屯
地
で
の
弾

薬
庫
８
棟
を
新
設
す
る
と
し
て
い

た
が
、
25
年
度
予
算
案
で
は
、
新

た
に
６
棟
を
追
加
す
る
と
し
た
。 

防
衛
省
の
文
書
で
は
、「
自
衛
隊

の
十
分
な
継
戦
能
力
の
確
保
と
維

持
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

弾
薬
の
生
産
能
力
の
向
上
及
び
製

造
量
に
見
合
う
火
薬
庫
の
確
保
を

進
め
、
必
要
十
分
な
弾
薬
を
早
急

に
確
保
・
保
有
す
る
」
と
し
て
い

る
。
ま
さ
に
戦
争
す
る
準
備
で
は

な
い
の
か
。

　

　
国
の
ほ
う
で
十
分
な
議
論

が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
て
い
る
。

問

国
は
火
薬
庫
建
設
計
画
に

つ
い
て
、
近
隣
地
区
住
民
へ
の
説

明
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
い
つ

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
の
か
。

　

　
国
か
ら
は
、
火
薬
庫
等
の

工
事
計
画
が
具
体
化
し
て
き
た
際

に
は
、
近
隣
地
区
住
民
へ
の
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い

る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、引
き
続
き
、 

適
切
な
時
期
で
の
説
明
会
を
求
め

て
い
く
。

市議会議員の

一般質問を見てみよう

陥没事故で住めなくなった住宅
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用
語
の
解
説

部
活
動
の
地
域
移
行（
6
ペ
ー
ジ
）

　
教
員
業
務
の
負
担
軽
減
や
少
子 

化
で
人
数
が
減
っ
た
部
活
動
に
活

動
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
の
た
め
、 

学
校
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
部
活

動
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
運
営

す
る
形
態
に
移
行
す
る
こ
と

特
別
栽
培
米
（
7
ペ
ー
ジ
）

　
農
林
水
産
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

に
基
づ
き
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使

用
量
を
減
ら
し
て
栽
培
さ
れ
た
米

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
8
ペ
ー
ジ
）

　
地
域
に
お
け
る
情
報
連
携
を
可

能
に
す
る
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
で
、 

平
常
時
は
地
域
の
電
子
回
覧
板
や

情
報
受
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用

で
き
、
災
害
時
に
は
安
否
確
認
シ

ス
テ
ム
と
し
て
も
活
用
で
き
る
も

の
な
ど
が
あ
る

問

市
長
は
市
民
の
安
全
第
一

を
考
え
る
べ
き
。
調
布
や
岐
阜
で

大
深
度
工
法
の
問
題
が
出
て
い

る
。止
め
る
勇
気
も
持
つ
べ
き
だ
。 

作
る
と
し
て
も
米
原
ル
ー
ト
の
方

が
距
離
、
予
算
両
面
で
抑
え
ら
れ

て
い
る
。

　
　 

市
長 

　　
国
、
機
構
に
も
懸
念
を

伝
え
判
断
は
国
が
す
る
べ
き
だ
。

問

枚
方
市
が
京
田
辺
市
の
水

源
地
近
く
に
今
も
埋
め
放
し
に
し

て
い
る
汚
泥
か
ら
ヒ
素
、
硫
化
水

素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
が
出
た
経

過
が
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

も
調
査
す
る
べ
き
だ
。

　

　
19
年
前
の
枚
方
の
安
全
宣

言
以
来
、
毎
年
本
市
で
検
査
す
る

が
異
常
値
は
出
て
い
な
い
。

問

上
流
部
の
工
場
も
含
め
調

査
せ
よ
。

　

　
専
門
家
に
聞
い
て
い
く
。

早
川 

由
紀
夫 

議
員　
日
本
維
新
・
南
部

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み
を

問

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
路
上

喫
煙
の
防
止
啓
発
を
強
化
し
、
廃

棄
物
等
の
管
理
や
不
法
投
棄
対
策

を
徹
底
す
べ
き
。
花
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
づ
く
り
も
推
進
さ
れ
た
い
。

　

　
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
禁

止
の
看
板
設
置
・
配
布
、
市
民
一

斉
清
掃
の
呼
び
か
け
、
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
受
動
喫

煙
防
止
啓
発
や
喫
煙
防
止
教
育
、 

美
化
・
緑
化
活
動
に
努
め
た
い
。

問

学
校
・
保
育
所
等
の
建
物

設
備
の
安
全
点
検
・
管
理
保
全
の

徹
底
ほ
か
、
学
校
等
の
防
犯
防
災

対
策
、
非
常
時
の
安
全
教
育
や
備

え
を
行
う
べ
き
。
保
護
者
と
の
連

絡
・
即
応
体
制
も
講
じ
る
べ
き
。

　

　
安
心
・
安
全
対
策
は
、
要

領
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
施
設
設

備
の
点
検
、
非
常
時
の
安
全
確
保

や
教
育
訓
練
等
で
備
え
て
い
る
。 

建
物
の
健
全
性
調
査
の
実
施
や
安

全
ガ
ラ
ス
の
導
入
、
空
調
設
備
の

使
用
管
理
の
徹
底
を
検
討
す
る
。

問

市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
地
域
担
当

職
員
制
度
の
導
入
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
充
実
に
向
け
た
総
合
窓
口
・
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
手
続
き
を
推
進
し
、 

Ｉ
Ｔ
や
地
域
創
生
の
専
門
職
員
も

招
聘
す
べ
き
。
土
木
等
技
術
職
員

の
採
用
や
非
常
時
の
府
・
他
市
町

と
の
技
術
職
員
連
携
は
ど
う
か
。

　

　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

や
職
員
育
成
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
地
域
担
当
職
員
制
度

に
は
課
題
が
あ
る
。
窓
口
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
書
か
な
い
・
行
か

な
い
窓
口
の
検
討
を
進
め
た
い
。

Ｄ
Ｘ
専
門
人
材
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
支
援
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
技

術
職
員
確
保
や
技
術
力
向
上
に
努

め
、
災
害
時
は
府
や
近
隣
自
治
体

と
の
応
援
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

田
原 

延
行 

議
員　
自
民
一
新
会

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち

問

人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る

中
、
定
住
人
口
の
維
持
・
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　 

市
長 

　　
地
方
創
生
の
充
実
・
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、 

そ
の
上
で
定
住
人
口
の
維
持
・
拡

大
を
図
り
た
い
。
特
に
子
育
て
環

境
の
さ
ら
な
る
充
実
、
交
通
の
利

便
性
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か

し
地
域
経
済
の
活
性
化
や
企
業
立

地
の
促
進
に
よ
る
雇
用
創
出
な
ど

様
々
な
魅
力
を
市
内
外
に
効
果
的

に
発
信
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
ま

ち
へ
の
愛
着
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問

高
校
生
、
大
学
生
が
市
内

企
業
に
就
職
を
促
す
取
り
組
み
は
。

　

　
京
田
辺
市
商
工
会
な
ど
と

連
携
し
、
市
内
企
業
と
の
交
流
会

や
職
場
体
験
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

近
年
で
は
、
卒
業
生
が
市
内
企
業

の
就
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問

学
校
で
郷
土
愛
を
取
り
入

れ
た
授
業
な
ど
の
実
施
は
。

　

　
社
会
科
の
授
業
で
副
読
本

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
京
田
辺
」 

を
活
用
し
て
京
田
辺
市
の
歴
史
や

地
域
の
た
め
に
活
躍
し
た
方
の
業

績
な
ど
学
習
し
て
い
る
。
よ
り
よ

い
学
校
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、 

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

問

区
・
自
治
会
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
事
業
の
評
価
は
。

　

　
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
導
入
、
会
議
デ
ジ
タ
ル

化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
区
・

自
治
会
の
効
率
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
協

定
締
結
に
つ
い
て
は
。

　

　
区
・
自
治
会
で
の
継
続
的

な
運
用
と
新
規
導
入
の
協
定
締
結

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

令
和
7
年
1
月
25
日
（
土
）、 

京
田
辺
市
立
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
第
7
回
京 

田
辺
市
議
会
議
会
報
告
会
を
開
催 

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
23
名
の 

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
第
1
部
で
は
河
本
隆
志
議
長
の

挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
、
議
会
報
告

会
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告

が
行
わ
れ
、
第
2
部
の
意
見
交
換

会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ

て
議
員
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
「
防
災

士
と
地
域
防
災
力
」
を
テ
ー
マ
に

自
主
防
災
組
織
の
実
情
や
大
学
と

の
連
携
、
外
国
人
や
障
が
い
者
の

災
害
対
策
な
ど
、
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
で
は
「
特
別
支
援
教
育
」 

を
テ
ー
マ
に
就
学
相
談
の
状
況
や

地
域
と
教
育
現
場
、
学
校
が
終
わ

っ
て
か
ら
の
預
か
り
施
設
の
現
状

な
ど
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
で

は
「
バ
ス
の
利
用
促
進
」
を
テ
ー

マ
に
、
乗
合
バ
ス
や
乗
り
継
ぎ
、 

バ
ス
会
社
へ
の
補
助
金
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
報
告
会
終
了
後
に
は
京
田

辺
市
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

で
、
議
会
報
告
会
の
報
告
書
を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。
京
田
辺
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

他
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 予算特別委員会（田原延行委員長、向川弘副委員長、有田幸平、岡本亮一、片岡勉、菊川和滋、
国重昂平、南部登志子の計 8 名）は、3 月 12 日、13 日、17 日、21 日の 4 日間にかけて委員会
を開催し、付託された令和7年度一般会計予算案を含め13件の予算案について審査を行いました。
　最終日には、会派による総括審査を行った後採決が行われ、予算案を全て認定、可決すべきも
のと決しました。審査を踏まえた会派別の意見は 10、11 ページに掲載しています。主な審査内
容は下欄に記載しています。また、二次元コードから動画で会議の様子を見ることができます。

　予算特別委員会では、専門的な内容を分野別に審査します。
　総務分野では、市の財政状況や企画、職員、市民参画、消防、防災や監
査などに関すること、文教福祉分野では、学校や保育所・幼稚園、社会教育、
福祉などに関すること、建設経済分野では、都市計画や産業の振興、農業、
上下水道などに関することを集中的に審査しています。※委員長から提出された主な審査内容

を掲載しています。

　避難所の環境改善、また防
災備蓄品の内容、配備先は。

　小・中学校体育館の空調工
事における有事の際のリスク
ヘッジとしての動力源は。

　ふるさと納税のさらなる
納税促進策は、また他市へ
の流出額や事務経費は。

　業務委託の松井ケ丘留守
家庭児童会の評価と運用状
況の確認方法は。

　新たな返礼品の開拓やシ
ティプロモーションにより
ＰＲする。令和 5 年の流出
額は約 3 億円、事務の経費
は納税額の 1/2 以内となる。

　業者独自のプログラムで
開所時間の延長等を評価し、
運用状況は月次の報告会で
確認する。

　自動ラップ式トイレや蓄電
池などの備品や段ボールベッ
ドなど。現在、備蓄品は基本
的には三山木の防災倉庫と各
避難所に保管している。今後
も増えてきた備蓄品を整理し
ながら配備する。

　防災の観点で田辺東小と
三山木小の 2 校に LP ガス
動力の空調を導入予定。

令和 7年度の予算審査
予算特別委員会の開会

部局別審査
総務分野 文教福祉分野 建設経済分野

　路線バスの現状とそれに対
応する事業者支援の内容は。

　甘南備山展望施設等新設
工事の完成後の PR 方法や
アクセス道路の整備状況は。

　ＨＰやＳＮＳ、広報誌だ
けでなく、平安京との関わ
りなど文化・歴史分野や、
学校等の学習利用も進めて
いきたい。アクセス道路は
令和 8 年から 10 年度にか
けて整備を進める。

　コロナ禍後の利用率は以
前の 9 割程度で、厳しい経
営状況が続くなか、本市は
路線維持のため負担金を支
出するとともに、利用促進
策として路線バス無料の日
を実施している。
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総括審査 会派からの意見

公明党

日本維新の会・無所属南部の会

物価高騰に対し全市民へ支援を

物価高から暮らしを守る市政を

職員確保・市民との対話を

NEXT京田辺

　本年は、「第４次総合計画中期まちづくりプラン」の２年目として成長都市京田辺を盤石
なものとするために、すべての市民が住んでよかったと思える施策の展開が重要な年である。
　今般の当初予算には、田辺北新市街地整備事業などの本市発展にとって必要な継続の
大型事業に加え、小中学校体育館等への空調設備導入や現在の物価高騰に対する支援な
どの会派の方針に沿った数多くの事業により過去最高額の予算規模を計上されており高
く評価している。
　市長におかれては職員一丸となって、組織力をより一層強化し、迅速かつ適切な予算
執行が行われるよう強く要望する。

　令和７年度予算は、継続事業を着実に推進し、子育て・学校教育・福祉・防災分野を
中心とした新規事業を積極的に展開する意欲的な予算編成である。
　予算配分は、市民生活を支える事業と、未来に向けた事業をバランスよく両立させて
おり、高く評価する。
　今後は、特に福祉や防災分野で市民との協働や市民参画がさらに重要になる。区・自
治会の活性化を図り、市との連携をさらに強化することも求められる。地域に対してこ
れまで以上に踏み込んだ支援を行い、引き続き安心安全で、市民が住み続けたいと思え
る魅力的なまちを実現すべく、市民と一体となったまちづくりの推進に期待する。

　近年の物価や人件費の高騰、労働人口の減少といった厳しい状況の中において、今予
算には様々な新規事業があり、市民に対する行政サービスの更なる向上を目指した予算
編成が伺える。その上で重要となる職員の人材確保や育成、キャリアアップ事業の推進
拡充をすべき。
　何でも無料の子育て支援ではなく、芸術や美術、音楽鑑賞など教養を高めるための支援を。
　農業を守る・育成する。そのためには市民の意識向上も必要。
　イノシシ被害に悩む普賢寺地域や、買い物に困っている新田辺駅東側などの住民は、
取り残されていると感じている。職員は積極的に地域に出て行き、市民と対話を。

　物価の高騰により、市民の暮らしはかつてない深刻な事態となっている。
　また、エネルギーや原材料費の高騰が長期に及ぶ中、中小企業の経営はコロナ禍以上
に厳しくなっている。
　いまこそ国保税や水道料金の引下げ、中小企業への直接支援が求められる。
　一方、市の財政が厳しいとしながら、財政負担が不透明な北陸新幹線延伸計画を推進している。
　巨額の資金を要し、大きな環境負荷をかける北陸新幹線延伸よりも、老朽化した既存
インフラの整備や、市民にとって最も身近な公共バス、在来線の充実など、生活に密着
した暮らし最優先の市政を求める。

　厳しい財政の中、小・中学校体育館等空調設置、田辺北新市街地整備、マイボトル普
及啓発や防災・減災に係るハード・ソフト両面での充実をはじめ、帯状疱疹予防接種事
業、５歳児健診などの公明党が要望した事業が盛り込まれた予算編成を評価する。
　その上で、物価高騰に直面している全ての市民に行きわたる支援をすべき。国の補正
予算の交付があった場合に、すぐに実行できるよう今から検討せよ。
　また、留守家庭児童会の待機解消に加え、進学・就職・奨学金返還支援・若者・居住・
結婚支援の充実、避難所の環境改善・避難訓練の充実および、観光と環境施策を拡充す
べき。

自民一新会

職員一丸となったまちづくりを

市民参加のまちづくりへ

日本共産党京田辺市議会議員団

　本市では、予算案に係る委員
会審査について、予算特別委員
会の最終日に予算全体の総括的
な審査及び採決を行っています。
　令和7年度一般会計予算など
について、５つの会派から多岐に
わたる質疑が行われました。
　以下、各会派から提出された
意見を掲載しています。
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採決に参加しなかった場合“▼”で表しています。　
※河本隆志議員は議長職のため、表決権はありません。

賛否等の状況

審議の結果を報告します
議案番号等 件名 採決状況 議決結果

同意 1 京田辺市自治功労者の推薦 全員賛成 同意
2 京田辺市自治功労者の推薦 全員賛成 同意

議案

1 京田辺市ふるさと応援基金条例の制定 全員賛成 可決

2 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図る
ためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 全員賛成 可決

3 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 全員賛成 可決
4 京田辺市職員の旅費に関する条例の全部改正 全員賛成 可決
5 京田辺市職員定数条例の一部改正 全員賛成 可決
6 京田辺市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
7 京田辺市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
8 京田辺市文化施設整備基金条例の一部改正 全員賛成 可決
9 京田辺市子ども・子育て会議設置条例の一部改正 全員賛成 可決
10 京田辺市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の一部改正 賛成多数 可決
11 京田辺市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成 可決
12 京田辺市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成 可決
13 京田辺市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 賛成多数 可決
14 京田辺市消防団員等公務災害補償条例の一部改正 全員賛成 可決
15 京田辺市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
16 京田辺市野外活動施設設置条例の廃止 賛成多数 可決
17 枚方京田辺環境施設組合の共同処理する事務及び同組合規約の変更 賛成多数 可決
18 京田辺市道路線の認定 賛成多数 可決
19 京田辺市松井財産区財産の処分 全員賛成 可決
20 令和６年度京田辺市一般会計補正予算（第７号） 全員賛成 可決
21 令和６年度京田辺市松井財産区特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決
22 令和６年度京田辺市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可決
23 令和６年度京田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 賛成多数 可決
24 令和７年度京田辺市一般会計予算 賛成多数 可決
25 令和７年度京田辺市休日応急診療所特別会計予算 全員賛成 可決
26 令和７年度京田辺市松井財産区特別会計予算 全員賛成 可決
27 令和７年度京田辺市国民健康保険特別会計予算 賛成多数 可決
28 令和７年度京田辺市介護保険特別会計予算 賛成多数 可決
29 令和７年度京田辺市後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数 可決
30 令和７年度京田辺市水道事業会計予算 賛成多数 可決
31 令和７年度京田辺市公共下水道事業会計予算 賛成多数 可決
32 令和７年度京田辺市農業集落排水事業会計予算 全員賛成 可決
33 京田辺市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 全員賛成 可決

請願 1 京田辺市民が通える公立夜間中学校の創設並びに条件整備を求める請願 賛成少数 不採択
2 京田辺市の学校給食の無償化を求める請願 賛成少数 不採択

発議 1 京田辺市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
意見�
書案 1 高額療養費自己負担上限額引上げ計画の撤回を求める意見書 賛成少数 否決
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自民一新会 ＮＥＸＴ京田辺 日本維新の会・
無所属南部の会

日本共産党京田辺市
議会議員団 公明党 無会派
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議 10 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 13 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 16 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 17 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × ×
議 18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 23 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 24 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 27 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 28 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 29 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 30 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 31 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
請 1 不採択 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇
請 2 不採択 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 ×
意 1 否決 × × × × × × × × × × 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 〇


